
電線、ケーブルおよび押出成形品への印字
ケーブル巻線時の
インク転写を回避するには？

製品情報

技術的課題:
印字されたマーキングが電線の絶縁被膜やケーブルジャ
ケットの表面で完全に乾燥、硬化または固着しない 
場合、製品がスプールに巻き付けられる時に、インクが 
接触する箇所で転写が発生することがあります。 印字に
留まらず製品の品質さえも低下させるこの転写は多くの
場合に予防できます。

ビデオジェットの強み
ビデオジェットはインクの特性を誰よりも理解していま
す。業界をリードする豊富な小文字用インクジェット 
プリンタ用インク製品群と経験豊富な化学者チームを誇
るビデオジェットは、転写問題の解決に最適なインクの
特殊配合を長年開発してきました。ケーブルスプールの
インク転写、屋外での厳しい条件下での製品保管、押出
成形後の加硫工程、印字コントラスト性など、製品印字
にはさまざまな課題があります。 そしてこれらを解決して
いく経験と製品が、ビデオジェットにはあります。

何故インク転写が発生するのか?

高温
水による冷却後でも、スプールに巻かれたケーブルやその他の押出成形品の温度は
40 °C 以上であることがあります。この高温状態が長時間続いて圧力がかかると 
インク転写が発生します。

可塑剤
ケーブルジャケットの素材特性を高めるために、可塑剤と呼ばれる添加剤が頻繁に
利用されます。これにより最終製品の柔軟性および耐久性などが向上します。この可
塑剤は蒸発やその他の手段で除去される時に、強力なインク溶剤として作用してし
まい、インクの固着力を弱めます。メーカーによっては、一旦製品を大型スプールに
巻取った後に完全に冷却させて、市場に流通させる時に電線やケーブルをさらに小
さいスプールに再度巻き付けますが、このタイミングで印字が実行される場合があり
ます。しかしながらこのような製造工程でも、可塑剤が表面に残留している場合があ
り、マーキングが押出成形ラインから熱い状態で印字された時と同じように、インク
の固着性に問題が生じることがあります。

インクの不十分な硬化
マーキング用インクの多くは速乾性ですが、硬化が不十分な場合にインク転写が生
じます。

圧力
上記のいずれのケースにおいても、電線やケーブルの巻き取り時に張力がかかるた
めにインク転写の問題が発生します。その時に生じる圧力が、完全に固着していない
状態のインクをスプール内の隣接する製品表面に転写してしまいます。



インク転写を防ぐには

最終収益
ビデオジェットが開発するインクを使用すれ
ば、最大のコントラスト比、固着性、稼働時間が
得られます。また安全性、環境および法的な規
制要件を満たすよう、責任を持って設計および
製造されています。ビデオジェットのインク専
門家チームがインクの選択や実装をサポート
し、包装および法規制におけるお客様のニー
ズを満たします。 

インク転写、生産ラインでの
原因調査、またはサンプルラ
ボでの印字に関しては、ビデ 
オジェットにご相談ください。

インクの固着性を最適化し、スプールに巻かれた電線やケーブルの表面から隣接する別の 
ケーブルへの転写を防ぐためには、印字工程において次の 3 つの簡単な方法をとることがで
きます。

1. 使用インクを検討する

印字用インクは、用途や使用条件に合ったものを選択することが大事です。ビデオジェットは、
印字の転写を引き起こす根本原因に対処できるインクをご提供しています。

 • �V4201 …非常に速乾性に優れるインク。印字が乾く前にケーブルが巻き取られ転写が発生
してしまうリスクを軽減 

 • �V4202 …グレーのインク。黒色インクと比べ印字のコントラストが低いものの、白いケーブ
ル上に読みやすい印字を施すことが可能。色がグレーであることから、印字の転写が起こっ
ても目立ちにくい

 • �V4235 …様々な電線被覆に対して非常に優れた固着性を発揮。被覆に用いられる可塑剤
のうち特定のタイプは印字に用いたインクの樹脂を再び溶かしてしまう可能性があるが、 
本インクは非常に硬質の樹脂を含むため印字が溶けにくい 

 • �V4237 …押出成形の直後に印字する場合に適したインク。このインクを用いて高温の素材
に印字した場合、インクが印字対象の素材自体に染み込み、素材自体が印字を転写から保
護する働きが生じる

 • �V4225 (黄) / V4289 (黒) …これまでに挙げた染料ベースのインクとは異なり、この２種類
は顔料インクに分類される。可塑剤の多くはインクの樹脂の再溶解の原因にはならないが、
これらの可塑剤は乾いたインクの染料部分を抽出しインクが溶けた場合と同様の転写を引
き起こす可能性を持つ。顔料は可塑剤による抽出に耐性があり、印字対象物にこの種の可
塑剤が用いられている場合に印字の転写を防ぐことが可能。V4225 インクは上記の特長に
加え、ケーブル被覆の色が黒であっても、白であっても、コントラストが優れたはっきりした印
字を残すことができるメリットを持つ。

2. 素材を検討する

揮発性の可塑剤を多く含む素材は、長期間に渡ってインクの固着性に悪影響を及ぼします。 
ポリ塩化ビニルなどの PVC 被膜素材では、インクの転写がひどくなりがちです。これは溶剤 
ベースのインクに、これらのプラスチック素材に付着および転写する強力な親和力があるから
です。これらの素材にマーキングを行う時は、その印字パフォーマンスをチェックし、適切な注
意を払う必要があります。最適な固着性を素材に与える化学的特性を持つインクを選択する
ことが、必要不可欠です。

3. 工程を検討する

製造工程を変えることでインクの固着性を改善することができます。 例えば、電線またはケー
ブルが冷却槽を出た後にマーキングするのではなく、押出成形機から出たすぐ後にマーキン 
グを行うことで、電線やケーブルの表面とインクとの間で熱による相互作用が起こり、非常に
高い固着性が実現することがあります。

特に可塑剤が当初素材に存在し後の工程で除去される場合には、最適なマーキング場所を
調査する必要があります。また、電線やケーブルをスプールへ巻き取る前に、素材の表面温 
度を可能な限り下げる方法を検討することが重要です。印字されたインクが軟化点である温
度よりも十分に低くなるようにしてください。非接触式 IR 式温度計は、これらのプロセスパラ
メータを点検する際に非常に役に立ちます。

大幅な工程変更は費用がかかるだけでなく実用的でないことがありますが、実用的な効果 
が期待できる場合もあります。例えば、架橋ポリエチレンを取り扱う際、多くのメーカーは 
PEX/XLPE の表面構造を一時的に変更し、インクの固着を促すために、火炎処理またはコ 
ロナ放電表面処理を利用します。
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